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平成30年2月27日

教育委員会事務局教育政策課

、

平成30年度教育行政運営方針（案）について

1 策定の趣旨

教育を取り巻く状況の変化を踏まえ、 「豊かな人間性をはぐくむ、文化の香り高いまち」目黒

の教育を実現するため、目黒区教育委員会の教育目標及び基本方針に即しながら、平成30年

度の重点課題に取り組む際の基本姿勢や施策の方向性を示すものである。

2 内容（別添「平成30年度教育行政運営方針（案)」のとおり)、

（1）策定の趣旨

（2）教育行政運営の基本姿勢

ア学校・保護者・地域・関係機関等との連携・協力

イ創意工夫を凝らした教育行政の展開

ウ区民への積極的な情報の発信

エ効果的・効率的な施策の推進

（3）教育を取・り巻く社会情勢

（4）重点課題と施策の方向性

ア重点課題1子どもの「生きる力」をはぐくむ学校教育の推進

イ重点課題2学校の教育活動を支える条件整備の充実

ウ重点課題3子どもの安全・安心の確保と学校環境の整備

エ、重点課題4生涯学習の推進

（5）実施策の策定

3今後の予定

平成30年3月 平成30年度教育行政運営方針の決定

上以



平成SO年度教育行政運営方針(案）

1 策定の趣旨

本方針は､教育を取り巻く状況の変化を踏まえ､｢豊かな人間性をはぐくむ､文化の香り高いま
ち｣目黒の教育を実現するため、目黒区教育委員会の教育目標及び基本方針に即しながら､平成
30年度の重点課題に取り組む際の基本姿勢や施策の方向性を示すものである。

また､国や都の動向を踏まえ的確かつ柔軟な対応に努めるとともに､区の実施計画及び平成30
年度行財政運営基本方針等との整合を図りつつ､目黒区教育に関する大綱を踏まえ､めぐる学校
教育プランをはじめとした教育委員会で定める各種計画に掲げる事業を重点化し､推進することを
主眼とするものである。

8

、

2教育行政運営の基本姿勢

（1）学校・保護者・地域・関係機関等との連携・協力

未来を担う子どもたちの健やかな成長のために､学校･保護者･地域･関係機関等のそれぞれ

の役割に応じた連携･協力関係を推進し､教育活動の一層の充実を図る。

（2）創意工夫を凝らした教育行政の展開

活力ある教育行政を推進するため､施策の立案と実施に当たっては､中長期的視点に立ちな

がら､積極的に創意工夫に努める。

（3）区民への積極的な情報の発信

事業の実施に当たっては､保護者や地域をはじめ区民に対して､適時.適切に情報発信を行
い､説明責任を果たしながら､理解･協力を得ていく。

（4）効果的・効率的な施策の推進

計画(Plan)、実施(Do)、評価(Check)、改善(Act)のマネジメント･サイクルにより各施策を効

果的･効率的に推進する。

3教育を取り巻く社会情勢

少子高齢化の進行による就学･就業構造の変化､技術革新とグローバル化の進展に伴う産業構

造や社会の変化は加速度を増し､将来を見通すことが複雑で予測困難となってきている｡また､家

族形態の変容や地域社会のつながりや支え合いの希薄化､価値観の多様化などにより様々な課題

が生じている。

未来を担う子どもたちには､こうした予測できない変化に受け身で対処するのではなく､主体的に

向き合って関わり合い､多様な他者と協働しながら新たな価値を創造する力をはぐくむことが求めら

れている｡一方､学校を取り巻く環境が複雑化･多様化し､学校に求められる役割が拡大する中､教

員の長時間労働が指摘されている。

国においてば、平成30年度からの5年間を対象とした第3期教育振興基本計画の策定に向けた

基本的な考え方を示すなど､中央教育審議会や教育再生実行会議から教育改革の推進に関して

の提言等が出されている｡また､特別支援教育にあっては､｢障害を理由とする差別の解消の推進
に関する法律｣の施行から2年が経過する中で､引き続き学校教育における合理的配慮への高い
要請がある。
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東京都では､東京2020オリンピック･パラリンピック競技大会が開催される2020年に向けてグロ

ーバル人材育成の目標やその手段を示すため､平成29年度中に｢東京グローバル人材育成計画’

20(TokjoGlobalSTAGE'20)｣を策定･公表する予定である。

こうした中､これからの学校教育にあっては､平成29年3月に告示された新学習指導要領等を確

実に実施し,社会に開かれた教育課程を介してその目標を社会と共有していくことが重要である。

生涯学習においては､多様化する人々の価値観に対応した学習機会の提供や学習環境の整備

が求められている｡区民一人ひとりが生き生きと主体的に学び･学び合える学習社会､そして､学習

活動の成果や経験を地域社会に生かしていくことができる｢地域に学び､地域に生かす｣学習社会

を目指す必要がある。

4重点課題と施策の方向性

教育を取り巻く社会変化や現状･課題を踏まえ､平成30年度に積極的に取り組むべき事項とし

て4つの重点課題を設定し､課題の解決に向けた施策の方向を示し､取組を進めていく。

【重点課題1】 子どもの「生きる力」をはぐくむ学校教育の推進

○変化の激しい社会の中で､未来を担う子どもたちが自立して生きていくため、 「確かな学力｣、

「豊かな心｣、｢健やかな体｣など｢生きる力｣を身に付けさせるとともに、自ら課題を見つけ、自ら学

び､自ら問題を解決する資質や能力をはぐくむために､教育の質の向上に向けた､より一層の取

組が求められている。

O新学習指導要領の全面実施(小学校は平成32年度、中学校は平成33年度）に向けて、

主体的･対話的で深い学びを実現するため､指導内容や指導方法の工夫・改善が求められて

いる。

○グローバル化の進展の中で､国際社会を生きるうえで重要となる英語によるコミュニケーション

能力の育成に向けて､平成32年度からの新学習指導要領全面実施に先立ち小学校における外

国語活動･外国語教育に取り組む必要がある。

○「いじめ防止対策推進条例｣の施行2年目を迎え､学校や保護者､地域､関係機関等との連携・

協力の下に､いじめの防止等(いじめの未然防止､いじめの早期発見､いじめへの対処)の対策

を一層進める必要がある｡

○「東京202Oオリンピック･パラリンピック競技大会｣を幼児･児童･生徒の心身の調和的な発達を

図るための機会と捉えるとともに､オリンピック･バﾗﾘﾝピｯｸの果たす役割を正しく理解させ､多

様な価値観を持つ人々と協力･協働しながら課題を解決する力を育て､豊かな国際感覚をもった

幼児･児童･生徒をはぐくむ必要がある。

●

●

1 学力の向上・個別指導の充実

児童･生徒一人ひとりが､｢学ぶことの喜び｣、｢学ぶことの楽しさ｣を実感できる､新学習指導

要領で示された主体的･対話的で深い学びの実現に向け､区独自の学力調査を活用して児

童･生徒の実態を把握し､指導内容や指導方法の工夫･改善に取り組む。

また､区独自の学習指導講師や学習指導員等を活用し､個に応じた学習指導の充実を図

る。

2外国語活動・外国語教育の充実
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｢目黒区外国語教育モデルカリキュラム(平成30年3月)｣に基づく授業を実践するとともに、

外国語指導員(ALT)を活用した英語によるコミュニケーション能力の向上を図る。

小学校においては､英語教育推進地域事業の研究成果を踏まえた外国語活動(第3.4学

年)･外国語教育(第5.6学年)の先行実施に取り組む。

中学校においては､夏季休業中に､英語によるコミュニケーションの機会を充実させて､英

語学習への意欲を高める。

S ICT機器を活用した指導の充実

情報や情報手段を主体的に選択し活用していくために必要な情報活用能力や急速に進化

するICTなどの技術を使いこなす科学的素養を育んでいくことが重要であることから､習得.活

用｡探究という学習過程の中で､ ICTを効果的に活用した指導を行うとともに､プログラミング教

育の円滑な導入に取り組む。

4人権教育・道徳教育の充実

差別や偏見､いじめをなくすために､児童･生徒が人権についての正しい知識と態度を身に

付けられるよう､教員の人権意識の更なる向上を図る。

また､小学校は平成30年度､中学校は平成31年度から実施する｢特別の教科道徳｣は、

「考え､議論する｣授業により児童･生徒の道徳性の酒養に一層努める。

5いじめの防止等の取組の推進

いじめはどこでも､誰にでも起こりうる問題であるが､同時に重大な人権侵害であるという認

識のもと、 「目黒区いじめ防止対策推進条例｣「目黒区いじめ防止基本方針｣に基づき､いじめ

を許さない強い姿勢で､いじめの防止等の対策を総合的･効果的に推進する。

各学校では｢学校いじめ防止基本方針｣に基づき､いじめの状況把握を的確に行い､校内

の取組体制を充実し､より一層の組織的な対応を図る。

6不登校等への対応の取組の推進

不登校等の児童･生徒一人ひとりに応じたeラーニングを活用した学習支援内容を充実させ

るとともに､学習意欲の醸成や学習支援教室｢めぐるエミール｣への通級を促し､学校復帰を

目指す。

また､全校(園)に派遣しているスクールカウンセラー､スクールソーシャルワーカーを効果

‘的に活用し､学校における教育相談機能の充実を図る。

7伝統と文化に関する教育の推進､国理解教育の推進

狂言､邦楽､茶華道等の体験的な学習プログラムなどの日本固有の伝統･文化に触れる活

動を拡充し､伝統や文化に対する理解を深め､豊かな人間性と国際社会における日本人とし

ての自覚をはぐくむ。

また､児童･生徒が外国人と積極的に交流し､国や文化の違いなど国際理解を深め､共に

生きる態度をはぐくむ。

8体験学習の実施

自然や地域の特性を生かした活動内容を充実させ､理科教育及び環境教育の一環として、

自然を愛する心､環境を保全する態度をはぐくむとともに、自立の精神､社会性･協調性や規

範意識を醸成する教育活動を推進する。

9特別活動の充実

・ ボランティア活動を通して､社会に貢献しようとする意欲や自己肯定感､他者を思いやる心

●
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などのボランティアマインドを醸成するとともに､障害者理解を進め､体験や障害者との交流を

通じて､多様性を尊重し､障害を理解する心のバリアﾌﾘｰを浸透させる。

また､小･中学校の連合行事を実施して､児童･生徒の感性を磨き､豊かな心をはぐくむ。

10体力向上に向けた取組の推進、健康教育の推進

児童･生徒が生涯にわたって心身ともに健康な生活を営むことができるよう､児童;生徒の体

力･運動能力､生活･運動習慣等調査(東京都統一体力ﾃｽﾄ)の結果等を踏まえ､めぐる子ど

もスポーツ健康手帳等の活用を通して､児童･生徒の体力向上や生活･運動習慣の改善に向

けた取組を進める。

11食育の推進

「学校における食育指針｣に基づき､食に関する知識と望ましい食習慣を身に付けるため

の指導を実践する。

学校給食においては､特別給食の回数を増やし､食を通した国際理解と日本の食文化の

伝承を図る｡また､食物アレルギーに関する教職員の研修や緊急時に備えた訓練の実施な

ど学校における安全対策の徹底に引き続き取り組む。

12オリンピック･パラリンピック教育の推進

全都的な取り組みも踏まえ､スポーツによる心身の調和的発達､オリンピック･バﾗﾘﾝピｯｸ

の役割の理解､障害者理解の促進､ボランティア活動や伝統･文化に関する教育､国際理解

教育などを進め､オリンピック･バﾗﾘﾝビｯｸ教育を推進する。

【重点課題2】 学校の教育活動を支える条件整備の充実

○少子高齢化や高度情報社会の到来､グローバル化の進展など社会情勢の急速な変化を背景

に一層複雑化､多様化する諸課題に対応するため､また､新学習指導要領の趣旨を踏まえて

児童･生徒の資質･能力を育成するため､新たな学びを展開できる実践的な指導力を発揮する

教員が求められている。

○「特別支援教育推進計画(第三次)」(平成27～31年度)に掲げる施策を総合的に推進し､共・

生社会の実現に向けて､全ての学びの場における特別支援教育を充実することが求められて

いる。

○校種間の連携･交流を更に強化するため､各中学校区の小･中連携教育のあり方の検討や幼

児教育から小学校教育への円滑な移行に資する幼･小連携を図ることが重要である。

○地域人材や学校施設を活用し､放課後や休日等における子どもの安全安心な居場所の確保

について､関係所管と連携しながら充実を図る必要がある。

○中学生にとって学校生活の魅力の一つである部活動は､生徒同士や教員.指導者との人間
的なふれあい､社会性の育成など生徒の成長に大きな役割を果たしている｡区立中学校の魅

力づくりと活力ある部活動の実現に向けて､学校教育の一環として充実を図る必要がある。

○隣接学校希望入学制度については､制度が要因の一つと考えられる従前からの課題に加え、

近年は受入れできない学校数が増加するなど､制度の根幹に係る新たな課題が発生しており、

現在､制度の見直しが必要かどうかの検討を行っているところである。

O新学習指導要領等の確実な実施に向けては､教員が授業や授業準備等に集中し､教育の質

を高められる環境を構築することが必要である。「学校における働き方改革｣の実現に向けて、

学校･教職員が担う業務の役割分担･業務の適正化の取組を進める必要がある。

◆
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1 教員の資質・能力の育成

． 「教員は学校で育つ｣ものであることを踏まえ､QJTを通じて日常的に学び合う校内研修の

充実や､自ら課題をもって自律的､主体的に行う研修に対する支援のための方策を講じる｡こ

れにより､教員一人ひとりが教育課題に対する理解と認識を深め､授業力や指導力､対応力な

どの資質･能力を高める｡また､特別支援教育の視点をもった指導･支援ができる教員を育成

する。

校長のリーダーシップの下､教職員や多様な人材がそれぞれの専門性を生かして能力を発

揮し､協働して学校運営にあたる｢チーム学校｣の推進を図る。

2特別支援教育の推進

小学校就学前からの教育相談としての小学校就学前ガイダンスの実施､小･中学校のつな

がりをもった特別支援教室事業の展開など､一貫した支援を実施する｡また､通常の学級にお

いて学習面･生活面で支援を必要とする児童･生徒に対して､一人ひとりの教育的ニーズを的

確に把握した上で適切な指導を行うとともに､特別支援教育支援員を配置することにより支援

の充実を図る。

平成31年度が計画期間の最終年度となる目黒区特別支援教育推進計画(第三次)の改定

に向けた検討を進める。

3小学校就学前施設・小学校・中学校間の連携b交流の強化

中1ギャップ等の課題解消や児童･生徒一人ひとりの能力を引き出し高めるために、｢小･中

連携子ども育成プラン｣に基づき､小学校と中学校間の指導方法や指導内容に一貫性を持た

せ､9年間を見通した系統的･継続的な教育活動を推進する。

また､子どもの学びの連続性を意識し､小学校就学前施設と小学校が連携した活動を進め

るなど円滑な接続を図る。

4地域の人材や資源を生かした教育活動の推進

子どもたちが健やかに成長できるよう､学校･家庭･地域の連携･協力を得て､地域の方など

の外部人材を活用した教育活動を推進する。

5部活動の充実

部活動をさらに活力あるものにするため､外部指導員の確保と有効活用を図りながら､生徒

自らの適性や興味･関心をより深く追求する指導を充実する。

また､学校教育法施行規則の一部改正により制度化された部活動指導員の導入に向けた

取組を進める。

6学校施設の活用による放課後事業の充実

児童が放課後等を安全･安心に過ごし､さまざまな体験･活動を行うことができるよう､学校や

地域と協力し､地域の人材や学校施設の活用による放課後事業の充実を推進する。

7隣接学校希望入学制度に関する検討

目黒区隣接学校希望入学制度検証委員会の検証結果を参考に､制度に関する区民等の

意識調査のため平成29年度に実施したアンケート結果等を踏まえた検討を進める。

8学校における働き方改革の検討

国や東京都における動向を踏まえ､学校における働き方改革に向けた具体的な取組につ

いて検討する。

1
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【重点課題3】子どもの安全・安心の確保と学校環境の整備

○児童･生徒が登下校中の事故や事件などに巻き込まれないよう､児童･生徒の安全確保のた

めに､学校と家庭･地域がより一層､協力する必要がある。

○台風やグﾘﾗ豪雨､首都直下型地震などの自然災害に備え､子どもが自ら主体的に行動がで

きるよう､防災教育の充実に引き続き取り組む必要がある。

○児童･生徒の情報活用能力の育成､各教科等指導でのICT活用の促進､校務のICT化によ

る教員の業務負担軽減と教育の質の向上を図るため､学校のICT環境を整備する必要がある。

○児童･生徒が安全で快適な環境で充実した学校生活を送れるよう､計画的に生活環境の改善

を進めていく必要がある｡特に､学校トイレの洋式化の促進が求められている。

○区有施設の約4割を占める学校施設は､全小中学校31校のうち､今後10年間で24校(7
7％)が築後60年を迎えるなど老朽化しており､区有施設見直し計画(平成29年6月策定)を踏

まえた改築･改修､長寿命化の対策に取り組む必要がある｡

○区立中学校の適正規模･適正配置に向けて､南部.西部地区の第七.第八･第九･第十一中
学校の統合に取り組む必要がある。

●

1 家庭・地域の協力による安全対策、生活安全教育の推進と安全体制の確保

保護者･地域を含めた交通安全教室や｢こども110番の家｣事業の実施など､地域ぐるみの

安全対策を推進するとともに､緊急時に保護者等への連絡を円滑に行うため､学校緊急情報

連絡システムの効果的な運用を図る。

また､NPO法人と連携し､小学校新1年生を対象とした犯罪被害から自らの身を守るための

安全教育に取り組む。

2防災教育の推進

児童･生徒の防災･減災への関心･意識を高め、自分で考え行動できる力を身に付け､災害

時等の状況に応じた的確な判断や行動ができる能力･態度の育成に引き続き取り組む。

3校舎の改築等の推進

学校施設の計画的な更新に向けても区長部局と連携しながら改築や長寿命化対策等の検

討を進める。

4学習・生活環境の改善

安全で快適な環境で児童.生徒が充実した学校生活を送れるよう､施設の改修などの整備
を行い学習･生活環境の向上を図る。

5学校のICT環境整備

学校のICT環境を計画的に整備しハードウエアの充実を図り､新学習指導要領実施に向け

た基騨轄備を進める。

6区立中学校の適正規模の確保と適正配置の推進

南部･西部地区の区立中学校の統合に向けて､統合の対象となっている4校(第七･第

八･第九･第十一中学校)を2校程度とするため､具体的な統合実施策をとりまとめ､統合方針

を改定する。

0

B

！

【重点課題4】 生涯学習の推進

○生涯学習への高度化･多様化する区民の意識や意欲に応えるために､生涯学習情報の発信
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の工夫､学習･交流機会の充実など､多角的な支援が必要である｡また､地域コミュニティの活

性化につながるよう､生涯学習活動で得た知識や経験を地域で生かせる場や機会を提供して

いくことが求められている。

○少子高齢化や核家族化の進行､情報化の進展等に伴い､異年齢との交流や自然体験活動

などの機会の減少のほか､情報通信機器の発達等に伴う生活環境への影響が懸念されている

中で､学校･家庭･地域と行政がより一層連携･協力しながら青少年の健全育成を進めていく必

要がある。

○保護者が､安心して子育てや教育を行い､子どもに対しての｢学びの基礎｣を築くことができる

よう､家庭教育の自主性を尊重しながら､子どもの生活習慣の習得や自立心をはぐくむ学習機

・会を提供することが必要である。

○「目黒区立図書館基本方針｣(平成29年4月策定)に基づき､区民の生涯学習の拠点として、

図書館サービスを展開する必要がある。

1 生き生きと学び合える生涯学習事業の推進

区内及び近隣地域の教育機関の専門性を生かした生涯学習講座の実施など､区民の関心

や意欲に応える生涯学習事業に取り組むとともに､だれもが､いつでも､どこでも講座や団体

等の情報を得られるように､様々な媒体を使った情報提供をさらに充実していく。

‘ また､平成31年度が計画期間の最終年度となる目黒区生涯学習実施推進計画の改定に向

けた検討を進める。

2青少年健全育成事業の実施

青少年が地域社会を担う一員となるよう､自立性と社会性を身に付けるための体験機会や
情報リテラシー教育等の学習機会の提供を進める。

また､青少年の健全育成を担う団体の主体性を尊重しながら､場の提供や指導者の派遣等

の支援を行う。

3家庭教育の支援

子どもの生活習慣の習得や自立心の育成など､すべての教育の出発点である家庭教育が

保護者の自覚と責任によって行われるよう､家庭教育講座などを今後も引き続き行っていくとと

もに､さまざまな機会･資源を活用し､より幅広く積極的な支援を進める｡

4図書館サービスの充実

よりよい図書館サービスを目指して､ 「目黒区立図書館基本方針｣に基づき、｢知･文化の拠

点｣として年度ごとに重点テーマを定め図書館資料を充実させるとともに、 「子どもたちを本の

世界にいざなう｣ための子ども読書活動を更に進める。

5実施策の策定

・重点課題に対応した事業を着実に推進するため､実施策を別紙のとおり策定し､ ｢豊かな人間性

をはぐくむ､文化の香り高いまち｣の実現を目指す｡

ノ
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平成S○年度教育行政運営方針実施策

重点課題1 子どもの「生きる力」をはぐくむ学校教育の推進

｜ 所管課目
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項

隙講お薗遁躯溌指導鰄誌実|’
1

灰純白の学力調査の実施・活用

児童･生徒の学力向上のため、区独自の学力調査を実施し､学

力の定着状況を把握･分析する｡また､各学校では学力調査結果

をもとに学習集団を意識した授業づくりに向け､区作成の授業改善

の手引書を用いて｢授業改善プラン｣を作成し､指導方法の工夫・

改善を図る。

教育指導課1－1－1
、－，

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

学校教育における質の高い学びを実現し､子どもたちにこれか

らの時代に必要となる資質･能力をはぐくむため、「主体的･対話的

で深い学び｣の視点に基づく授業改善に向けた教員への研修を実

施する。

教育指導課1－1－2

カリキュラム。マネジメントの推進

学校の教育目標の実現に向けて､教育課程(カリキュラム)の編

成･実施･評価･改善のPDCAサイクルを確立し､計画的･組織的

に推進する｡午前5時間制の検証を行い､学校の実態に合わせた

柔軟な時間割編成の在り方等の実践的な調査研究､成果の普及

を通して､学校における学びや生活の質を高めるためのカリキュラ

ム･マネジメントの工夫･改善を図る。

教育指導課1－1－3

区独自講師・支援員の配置・活用

区独自の学習指導講師や学習指導員の活用により､少人数指

導やティーム･テイーチングなど個に応じた学習指導の充実を図

る｡また､理科の授業における体験的な学習の充実に向け､観察

実験支援員の配置校を増やし､活用を促進する。

教育指導課1－1－4
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イングリッシュキャンプ。日帰り体験型英語学習事業の実施

夏季休業中に､東京版英語村「TOKYOGLOBALGATE

WAY」を活用した日帰り体験型英語学習事業を中学校の生徒

に対して実施し､英語によるコミュニケーションの機会を図り､英語

学習への意欲を高め､コミュニケーション能力や異文化理解の向

上を図る°

大鳥中学校のイングリッシュキャンプを引き続き実施する。

教育指導課1－2－1

小学校の外国語科先行実施

英語教育推進地域事業の研究成果を踏まえて改訂した｢目黒区

1－2－2 教育指導課
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外国語教育モデルカリキュラム｣や新たに作成した｢CAN-DOﾘｽ

ﾄ｣を用いて､各小学校において英語活動(第1.2学年)、外国語

活動(第3.4学年)、外国語科(第5.6学年)の指導を行なう。
呵

， ご
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二
－
１
１
Ⅱ
黄

教育指導課プログラミング教育の導入

論理的な思考をはくぐむためのプログラミング教育の導入

に向け、試行実施校での小学校第5学年における実践を通し

て、カリキュラムの開発を行う｡． ‐

また､ICT支援員を小･中学校へ引き続き派遣し､情報モラル・

情報活用能力(中学校)の教育の充実を図るとともに､教員の業務

への活用能力､授業への活用能力の向上を図る。

ICT教育推進計画の検討・策定

ICT機器を活用した教育を計画的に推進､実施していくためIC

T教育推進計画(仮称)を検討･策定する。

1－3－1

教育指導課1－3－2
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教育指導課教員の人権意識の啓発

教員が人権尊重の理念を十分理解し､いじめの防止や体罰の

根絶､障害者理解などの様々な人権課題について､人権意識を高

めるための｢人権教育研修｣(eラーニングを含む)を実施し､児童・

生徒に正しい人権感覚を身に付けさせる指導ができる教員の育成

を図る。

「特別の教科道徳」の実施

問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れるなど指導方法

を工夫し、「考える道徳｣｢議論する道徳｣の授業を実践する。

小学校においては､物事を多面的･多角的に捉え、自己の生き

方についての考えを深めているかなどを見取り､道徳性の伸長を

励ますための評価を行うとともに､中学校における教科用図書採択

を円滑に進める。

1－4－1

教育指導課1－4－2
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教育指導課区におけるいじめの防止等の取組の充実

「目黒区いじめ防止対策推進条例｣「目黒区いじめ防止基本方

針｣に基づき設置した組織を活用して関係機関と連携しながら､い

じめの防止等(いじめの防止、いじめの早期発見､いじめへの対

処)の対策を効果的に推進していくための取組を一層充実させる。

1－5－1

学校におけるいじめの防止等の取組の充実

各学校が､いじめは重大な人権侵害であるという認識をもって、

学校の教育活動全体をとおして児童･生徒の健全で豊かな心をは

ぐくみ､いじめの未然防止に一層努める。

また､各学校で作成した｢学校いじめ防止基本方針｣に沿って、

教育指導課1－5－2
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計画的､組織的にいじめの状況把握を行い､保護者と連携を図り

ながら､いじめの早期発見･早期解決に努めるとともに､関係機関

の職員や専門家により組織する学校サポートチームを活用するな

どして､いじめの防止等の取組体制の一層の強化を図る。

〔、

「いじめ防止プログラム」の実施と検証

児童･生徒が主体的にかかわり、いじめの防止に向けて考え行

動していけるように､第九中学校区の小･中学校(向原小･原町小・

第九中)において｢いじめ防止プログラム｣を継続して実施し､事業

を検証する。

1－5－3 教育指導課

「よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート｣の試行

いじめや不登校の未然防止､解消のため､よりよい学校生活と友

達づくりのためのｱﾝｹｰﾄを2中学校区で試行実施し､一人ひとり

の様子や学級の状態を把握する｡アンケート結果をもとに､各学校

で指導方針を立て､豊かな人間関係のある学級づくりを進める。

1－5－4 教育指導課
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不登校等の児童・生徒のための学習支援の充実

「学業の不振｣による不登校を減らすため、学校内のパソコン教

室を利用したeラーニングによる学習支援事業を全中学校に拡充

する。

不登校等の児童･生徒一人ひとりの実態に応じた学習支援を行

い学習意欲の醸成を図るため､学習支援教室｢めぐるエミール｣へ

の通級に向けた支援を実施する。

1－6－1 教育支援課

教育相談体制の充実

不登校の未然防止､児童･生徒の健全育成推進のため､スクー

ルカウンセラーの全校(園)への派遣を継続するとともに､幼稚園・

こども園への派遣時間を拡充する。

また､困難事例にも十分対応できるようスクールソーシャルワー

カーの2名体制を継続し､関係機関との連携強化を図り､児童･生

徒の不登校等の課題解決に向けて学校や保護者等への支援にあ

たる。

1－6－2 教育支援課

ぅ:－7 伝統と蓑化|透麗議遷教富鰯推避国際理解難言砺潅進

日本文化の体験事業の実施・拡充

伝統芸能保持者(狂言)を派遣して行うワークショップや､和楽器

(琴･三味線･尺八･和太鼓等)を使った体験的な邦楽教育プログラ

ム､茶道体験教室を継続して実施するとともに､新たに華道体験教

室を実施し､伝統や文化に対する理解を深め､豊かな人間性と国

際社会における日本人としての自覚をはぐくむ。

1－7－1 教育指導課

ﾛ ﾛ
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教育指導課世界ともだちプロジェクトの推進

世界の多様性を知り､様々な価値観を尊重することの重要性を理

解させるため､東京202Oオリンピック･パラリンピック競技大会参加

予定国･地域を幅広く学び､実際の国際交流に発展させる取組を

推進する。

1-7-2

難識灘綴鶏灘灘…‘識鍵篝鍵礁醗鵠雪鰯実施謝驚霞：

学校運営課

教育指壌果

自然宿泊体験教室事業の実施

自然や生命を尊重する心や他人への思いやりのある心を育てる

ため、安全面を留意しつつ､体験活動プログラムの見直しや追加

により、自然や地域の特性を生かした活動内容の一層の充実を図

り､子どもたちの自立性､社会性の向上に努める。

友好都市との交流の拡充

角田市､気仙沼市との交流に加え､新たに友好都市協定を締結

した金沢市との修学旅行を含む幅広い教育交流の実施について

検討する。

1－8－1
5

学校運営課

教育指導課

1－8－2

／一再
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東京ユースボランティアの推進

「自己肯定感｣、「社会の一員としての自覚｣、「思いやりの心｣を

育成するため､地域清掃や高齢者等の施設訪問などのボランティ

ア活動を推進する。

教育指導課1－9－1

ﾛ

教育指導課スマイルプロジェクトの推進

お互いの人格や個性について理解を深め､思いやりの心を育成

するため､障害者スポーツの体験や車椅子体験､アイマスク･点字

等の福祉体験などの活動を推進する。

1－9－2

職灘謹瀧繊灘灘篭識議蕊~〃i一二~ZL_堂ざ豆j:_J乳繍難

スポーツ健康手帳・リーフレットの活用

「めぐる子どもスポーツ健康手帳｣(全小学生対象)及び｢健康の

保持増進･体力向上のために｣リーフレット(全中学生対象)を活用

して､健康の保持増進や体力の向上など健康教育を推進するとと

もに､内容改定等に向けた検討を進める。

教育指導課1－10－1

。

｣

学校運営課健康課題改善に向けた事業実施

学校健康トレーナー(6人)を全小学校へ定期的に派遣するとと

もに､健康課題(肥満･体力不足等)をもつ児童を対象に｢めぐる元

気あっぷ教室｣を開催し､課題の改善に取り組む。

また､学校健康トレーナーによる健康相談､食育推進指導員(管

理栄養士)による栄養相談､小児生活習慣病専門医による講演・

相談事業等を行う。

1-10-2
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教育指導課オリンピアン・パラリンピアンとの交流

夢に向かって努力したり困難を克服したりする意欲等を培い､進

んで平和な社会や共生社会の実現に貢献できるようオリンピアン・

パラリンピアンと直接的に交流することができる機会を設ける。

1-10-3

d Lb ･ 可･ ■

1 ， ､ 竜

1 斗;毒"洲

届 狂秤‘と壁…と＝一角一一
､'～も~……匹 顔…~舞一

＃食言の推進
b 司 旬■ーL

耳由

1－11－1食育の取組の充実
学校運営課

「学校における食育指針｣に基づき､食育の推進を図るとともに、

指針に基づく食育実践事例集として平成27年度に発行した学校給

食ﾚｼピ本の販売を促進し､家庭や地域が食に関する認識を深め、

学校と連携した食育の推進に資するよう努める。

また､オリンピック･パラリンピック教育の観点や金沢市との友好都

市協定締結を踏まえ､世界の料理や日本の郷土料理など食文化の

伝承を図るため､小･中学校で実施している特別給食に係る食材費

の支給(公費負担)を年4回分から年5回分に拡充する。

安全・安心な学校給食の提供 学校運営課

食物アレルギーをもつ児童･生徒への安全な学校給食の提供に

取り組むとともに､アレルギー症状を発症した場合には適切かつ迅

速に対応できるように､対応マニュアルの周知徹底や緊急時に備

えた訓練をはじめ実践的な研修の実施を徹底する。

1-11-2

給食食材等の放射性物質検査

主要食材(米･牛乳)及び使用前食材等の放射性物質検査を引

き続き実施し､ホームページに掲載するなど､適切な情報提供を行

う。

1-11-3 学校運営課

劾'リジピッ象｡X鰯リンピッタ教菅蛎雛
■f ﾛ

ﾛ

1

塁． ‐ .‐ ‐…‘ ＃灘j－12
■

オリンピック・パラリンピック教育の推進 教育指導課

幼児･児童･生徒がスポーツにより心身の調和的発達を遂げ､オ

リンピック･パラリンピックの歴史･意義や国際親善､障害者理解の

促進､ボランティア活動など､その果たす役割を正しく理解し､我が

国と世界の国々の歴史･文化･習慣などを学び､交流することを通

して国際理解を深めるよう､年間35時間程度を目安に全学校(園）

でオリンピック･バﾗﾘﾝピｯｸ教育を推進する。

1-12

3

重点課題2学校の教育活動を支える条件整備の充実

’
曇

項 目 所管課

|教舅徳寶寶、肯蛎戯言灘 苧､~~一壱~毒蕊轌騨露錘一一宇鴛繍鰯蕊蕊。 輯 ぺ き蕊胸 , ， 、

拳 、 閤穏 ， 戸 息 、 ＃ 、
鳥一画鍵△～ －－‐ｾ､, 今.． ． ．_， ワ 生、 酔．輯幽 ゞ 、 ‐“、 ．

一一‐一一一
わ

a

r､

入 扇 万 ィ鹿
慧

遙……=H溌塑.、…,…涕声.壷

学校を拠点とした教員人材育成の実施

新学習指導要領の全面実施に向けて､今日的な目黒区の教育

2－1－1 教育指導課
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課題及び目黒区教員人材育成基本方針を踏まえ､研修の在り方の

改善を通して、目黒区立学校における教育の充実を図る。

校外で行う集合型研修(Off-JT)から学校を拠点とした研修(QJ

T)への転換を図るため､基礎的･汎用的な情報の伝達研修につい

て､eラーニングシステムを試行導入する。

特別支援教育の視点をもつ教員の育成

全ての教員が特別支援教育の視点をもち､児童･生徒一人ひとり

の課題に応じた指導が行えるように､特別支援学級の担任や特別

支援教室の巡回指導教員､通常の学級の教員を対象とする特別支

援教育研修や講演の実施を継続するとともに､教員向けの合理的

配慮事例集を作成して周知する。

教育支援課2－1－2

こ
■

尹
串
門
凹
研
】
○

伝
〃
入
口
礫
４-曹箪箪繍段

． ． ．.¥.L‐ ． ‐尺b『＝雲鶴誇』蕊ご蕊■蕊,_蟻鴬別簔援教言透推進盛-÷2
ﾑュ

特別支援教室事業の充実

全小･中学校に設置した特別支援教室において､発達障害等の

児童･生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導内容を充実す

る。

教育支援課2－2－1

教育支援課特別支援教育支援員の配置による支援の充実

通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童･生徒への

生活面や学習面への支援を行うため､特別支援教育支援員の配置

時間を拡充する。

小学校の自閉症・情緒障害特別支援学級の設置の必要性の検討

保護者が選択できる多様な学びの場を充実させるために､小学

校の自閉症･情緒障害特別支援学級の設置の必要性について検

討を行う。

2－2－2

教育支援課2－2－3

教育支援課2－2－4

特別支援教育を更に推進し､共生社会の実現を図るため、目黒

区特別支援教育推進計画の改定(平成31年度予定)に向けた検討
ユ

を進める。
b

教育支援課2－2－5

医療･教育･心理の専門家が幼稚園､こども園､保育園等を訪問

｜し､教職員や保護者からの相談を受け助言する小学校就学前ガイ

ダンスを実施し､早期からの支援や円滑な就学先の選択に結びつ

ける。

ヨ

ー

ｒ

６

甜
竺

痩
圭
岸
‘
↑

空 弓P

醜学篠就裳諏施設･服菫穫・索堂稜蹴連携･交流砿銚
エーー…ﾛ司 ﾛ

'2言3 ●

教育指導課小学校・中学校間の連携・交流の強化

児童･生徒の生きる力をはぐくむため、｢小･中連携子ども育成プラ

ン｣に基づき､小･中学校が連携した教育活動を進める。

2－3－1
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2－3－2幼稚園、こども園、保育園等と小学校との円滑な接続

5歳児が円滑に小学校生活や学習へ適応できるよう工夫された

「アプローチカリキュラム｣､新1年生が小学校生活に慣れることがで

きるよう弾力的に編成された｢スタートカリキュラム｣を実施し､幼児教

育から小学校教育への円滑な移行を図る。

また､公私立の小学校就学前施設と小学校の合同研修会や幼児

と児童の交流など連携した活動を進める。

教育指導課
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寧学蕊2－梨 ｜地域の久材簿資源毒鐙減穆だ燕育活動鰯推進

ゲストティーチャーの活用

各学校(園)で学習のねらいに応じて専門的な知識技能をもつ地

域の方などの外部人材をゲストティーチャーとして活用し､魅力ある

教育活動の推進を図る。

教育指導課2－4

舗鍾職錬~"i : 鶏議篝 灘灘凝
凸糎～唖.離騨訟狸、､＝

灘篝鍵蕊灘2＝患

部活動支援の充実

活力ある部活動の実現に向け､校長による管理･監督の下で教

育課程と関連させながら､生徒が自らの適性や興味･関心を伸ばす

ための指導を充実する｡このため､教員の指導を補完する外部指導

員等を確保するとともに､大学等教育関係機関の専門家等によるコ

ーチングやスポーツメンタル等の研修等を年2回実施し､資質や指

導技術の向上を図る。

学校運営課

教育指導課

2－5－1

部活動の指導員の在り方の検討

中学校における部活動指導員の制度化に向けて､部活動指導

員を試行的に導入し､部活動の指導員の在り方､部活動の活性化

に向けた取組を検討する。

学校運営課

教育指導課

2－5－2
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袰捜施設の活用|霞諜霧砿課援雲業溌流雲2～6

2－6－1 放課後事業の充実

放課後や休日等における子どもの安全安心な居場所の確保のた

め､全小学校で実施している｢ランドセルひろば｣のより効果的､効

率的な実施に努めるとともに､「子ども教室｣の実施小学校区の拡大

及び教室内容の充実を図る。

生涯学習課

放課後子ども総合プランの推進

・関係所管課及び事業関係者との連携･協力による協議会の設置

及び同一プログラムを中心とした放課後フリークラブ事業の実施に

ついて検討する。

生涯学習課2－6－2

一
塵
晦
醒
言
『
１
４
Ｔ
■
ｐ
・
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■

、

亘二デI隣接謝詫望霧謝膣鱸蛎繍
隣接学校希望入学制度に閨する検討

平成29年度に実施した隣接学校希望入学制度に関するアンケ

ート結果と平成29年及び平成30年4月入学者の制度実施結果等

を総合的に判断し､制度の見直しの必要性等について検討する。

学校運営課2－7
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学校における働き方改革の検討

学校や教職員が担うべき業務の在り方や業務改善等について、

教育委員会事務局での組織横断的な検討を進める。

教育政策課2-8

ｌ
ノ

重点課題3子どもの安全・安心の確保と学校環境の整備 ■

』

所管課項 目

》

巨
万番

灘篝篝蒙潅蝋職織纐潅畿議蕊鴬溌識蜜慧蕊鎖薦蕊鐙謹選蒙鐵爵撒撚薩纒

生活安全教育の推進

児童･生徒の安全への意識の向上に向け､保護者･地域の協力

による地域安全マップの作成(小学校)を行うとともに､交通安全教

室や教職員及び中学生を対象とした普通救命講習会を実施するな

どのほか､NPO法人と連携して小1防犯教育プログラムを実施し、

生活安全対策の充実を図る。

また、「こども110番の家｣については､引き続き学校､PTA等との

連携･協力を進めるとともに､協力家庭の増加を図る。

めぐる子ども見守りメール（学校緊急'l胄報連絡システム）の運

用

子どもの安全に関する緊急情報を送信する｢めぐる子ども見守りメ

ール(学校緊急情報連絡システム)｣について､学校からの連絡など

の利用も含め､保護者にとって有用な活用を図り､児童生徒の安全

安心を確保する。

教育政策課

教育指導課

生涯学習課

3－1－1

教育政策課3－1－2

灘灘
》

ず

舞

鑑

密》

可》
、
勘
ｒ
遥

』
侭
Ｌ
錘
群
》
α

》
・
恥・胸

抵
』

薄

誌

、

」

一

、
盛
典
輌
載
『

℃
熱
霊

ｂ
竺

〆
・
蝿
価

ｆ
毎

」
蕊
一

両
鐘
酪
“
踊

一
鱈
．
辱
《

』

。

李

門
“
母
避
》

＆
“
⑧
穂
．

‘
‘
舜

鋒
向
・
一

癖
》

鞭
γ

亜
》
今
守
蝉
蕊
疑
騨

一

録

‐

鍵

《

》
鋸
、
錘鍵灘臓鍵議篝霞稚進 灘驚窓一墓

課
潭
一指

一
自教防災教育の推進

自ら主体的に行動ができる能力をはくIむため､学校防災マニュ

アルに基づく実践的な避難訓練を実施する。

また､小･中学校で試行的に取り組んでいるジュニア防災検定を

活用した防災教育を引き続き実施する。
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学校施設の長寿命化対策

学校施設の長寿命化計画策定(平成32年度予定)に向けて､平

成30.31年度に小･中学校の構造体耐久性調査を実施する。

また､学校施設の更新は､文部科学省の長寿命化対策を踏まえ

るとともに､区有施設見直し計画との整合を図りながら検討する。

学校施設計画課3－3
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学校施設計画課学校校舎等整備

安全で快適な施設の中で､児童･生徒が安心して学校生活を送

れるよう、トイレの環境改善(下目黒小･烏森小･月光原小･宮前小

3－4
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第九中･第十中)や校庭の整備(碑小･駒場小･東山中)等の施設整

備を行う。

識識IC鐙濤蕊磧＆》、 "… ≠≦
癖率.. ．． ．U､f

騨誕ゞ

評. 唾
.. .碕竿．.、賠埋悪

g=5
…堅 ｡－

学校のICT環境整備

教育用ICT機器の更新時に､小･中学校の全普通教室に電子黒

板機能付きブﾛゾｪｸﾀｰを設置(小学校9校､中学校2校)する。

学校運営課3－5
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ロ

南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた取組

統合の対象となっている南部･西部地区の中学校4校(第七･第

八･第九･第十一中)を2校程度とするため､具体的な統合実施策を

取りまとめ統合方針を改定する｡また､保護者等へ積極的な情報発

信を行う。

学校統合推進課

B

重点課題4生涯学習の推進

番号－1－ 項 目 所管課
零ごT謙鴬建鎧塗壹奉蕊篝篝鱗遣…= 了一子 貢._麦藁~豆

大学等教育機関の専門性を生かした事業の実施

現在実施している区内及び近隣教育機関との連携･協力を進

め､よりニーズに即した内容の講座を開催するとともに､新たな連携

先を開拓し､区民の生涯学習の機会拡大を図る。

生涯学習課4-1-1

目黒区生涯学習実施推進計画の改定に向けた検討

区民一人ひとりが主体的に学び､その成果や経験を地域社会に

生かすことのできる生涯学習社会の実現を図るため､生涯学習推

進協議会において次期生涯学習実施推進計画の改定(平成31年

度予定)に向けた検討を進める。

生涯学習課4－1－2
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吉少年の健全育成を支援する事業の実施

青少年を対象として、自然体験や生活･文化体験の機会を提供

する｡また､少年団体の育成と地域の青少年リーダーの育成を図る

ための支援事業を実施する。

生涯学習課4－2
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亙至~"謙譲熱蕊r ーー一－－一－－ゞ~~ゞ－－ー ‐"寧雷学~§§

家庭の教育力向上に向けた学習機会等の提供

家庭教育の自主性を尊重しつつ､家庭教育学級や家庭教育講

座などによる学習機会の提供を行い､子どもの生活習慣の習得や

自立心の育成に向けて､より効果的な支援に向けた検討を進める。

生涯学習課4－3
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八雲中央図書館子ども読書活動の充実

読書を通じて子どもが豊かな感性を身につけられるよう､各図書

4－4－1
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館でのボランティアによるおはなし会の回数を増やし､子どもが本と

出会う機会の提供を図るとともに､学校の読書活動の支援を引続き

行う。

また､国において｢第四次子どもの読書活動の推進に関する基本

的な計画｣の策定を進めていることを踏まえて､ 「目黒区子ども読書

活動推進のための方針｣の見直しを検討する ◎

4－4－2 図書館資料の充実

乳幼児を含めた子どもの読書活動支援や学校及び学校図書館

等の支援､また､区民･利用者の生涯学習を支援するため､年度ご

とに重点テーマを定め図書館資料の充実を図る。

八雲中央図書館



| 参考 ’参考

平成30年度教育行政運営方針実施策等一覧

鰯重点課題 ’ ‐ ’施策の方向 実施策

鱗･':… ！ ;!‘ l-1-1区独自の学力調査の実施・活用

1-1-2主体的･対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

1-1-3カリキュラム・マネジメントの推進

1-1-4区独自講師・支援員の配置・活用

1-1学力の向上・個別指導の充

実

一一一一一一一－一一一一一ーーーー一一一一一一

1-2-1イングリッシュキャンプ・日帰り体験型英語学習事業

の実施

1-2-2小学校の外国語科先行実施

1-3-1プログラミング教育の導入③
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2－3小学校就学前施設・小学

校・中学校間の連携・交流の強

化

2-3-1小学校・中学校間の連携・交流の強化

2-3-2幼稚園、こども園、保育園等と小学校との円滑な接続
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2-5=2部活動の指導員の在り方の検討
2-5部活動の充実
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2-6学校施設の活用による放課

後事業の充実

2-7隣接学校希望入学制度に関

する検討

2-6-1放課後事業の充実

2-6-2放課後子ども総合プランの推進
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2-7隣接学校希望入学制度に関する検討
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3-1家庭・地域の協力による安

全対策、生活安全教育の推進と

安全体制の確保

3-1-1生活安全教育の推進

3-1-2めぐる子ども見守りメール（学校緊急情報連絡システ

ム）の運用
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3-2防災教育の推進3－2防災教育の推進
重点課題3

一一一一画一一ｰ■■ー‐■■ー■■■■ー＝■■＝■■‐一一一一■■■■一一一■■■■一一ー■■ー■■一一■■ーー一一■■ｰー一一ｰ一■■一一一一一

⑳3-3学校施設の長寿命化対策3-3校舎の改築等の推進
子どもの安

全･安心の確

保ど単校環

境の整備

I
一一一一一一一一一一一ー一一一一

■

3-4学校校舎等整備3-4学習・生活環境の改善

U
■

K辱]『I孝寺.。 ’ ‘

3-5学校のICT環境整備 3－5学校のICT環境整備

一一一■■ ■■＝一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一ーー■■■■■■

3-6区立中学校の適正規模の確

保と適正配置の推進
3-6南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた取組

4-1生き生きと学び合える生涯

学習事業の推進

4-1-1大学等教育機関の専門性を生かした事業の実施

4-1-2目黒区生涯学習実施推進計画の改定に向けた検討

重点課頴4
4-2青少年の健全育成を支援する事業の実施4－2青少年健全育成事業の実施

,生涯学習の

推進 。
．‘ ． ：;: ご f ゞ 恩：

4-3家庭教育の支援 4-3家庭の教育力向上に向けた学習機会等の提供

4-4-1子ども読書活動の充実

4-4-2図書館資料の充実
4－4図書館サービスの充実

姉穴託血肉□もご P贈k･幸も

’

施策の方向数： 30 実施策数：58
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